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一、 本^ょ「ひ：'^報吿:|1;|*|を中心.、|して觀察したる支那新式銀行」なる題下(:、當行上海支店か當行5!£京 
支讲外翼 S に S 報吿をなした t のにして、當 S 於て1 S へ之を印刷したもので 
^)る0 

二、 1に「アブ/丨マ r な現狀にあるが、他日常道に復するは必然的31命であ 6 、®近に於ける 
$方51遙狀打開の第一1.、-®られる。而も一般の注 f 兎角滿洲に犯中し、支那は忘 
ff / i ベ慕-: E に s II 想し之じ備ふる妍究をなし K くこ i は肝要な二*、』であり 
*-,'意來こ於\-太吝::^惙もるらのご信する0 
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支那新式銀行の現勢 

. 緒 言 

rl Jli 近十數年間(:於ける支那の變化は誠 1 :驚くべきものぁり〇政治上に於ては一殊に南京政府成立以後 
に於ては — f 然-〇 V 」す。 S 上に？は支那人の殆ん.、、」设作して外國 S 濟上 S 化の影趙 
を受くるこど尠なきもの丈け (: 、比較的に安定を繼賴したるが如く |:考へられ居りたるも、打給く政治 
上の^關、社曾上の混亂ご天災の製來 V 」に、 B 業經濟は非常なる打擊をぅけ、殊に 近年の 世界 大不況に 
各地の f 荒 f 傾 S しきが如き形 f ぁり。 I が支 SS 根幹 I 作りつぶるもの丈けに、 
S 前普 t 4 人の1きで t 。 此比較的外部©1 fff し支那—に於て 
近代的 S f :業方法を V 」 -- たる¥有力なるも s :si V 」新式銀行 f り菩 。而 して 1 にめ 
りては、曾政府の關税政？國民の問に於ける宣傳(國货晋 、外國 品排斥の運動) どに i て、 非常 
なる保■墨け居る； j 拘はら す、 支那人の近代的大企8$8¥」_ なる 篇 QS 黯龙满ビ 
の舉のために非 f if f て、此 f にて—せ S 年なら t て、—命の—はる、 が 如 
4狀に f 。然^ に 銀 S に f ては 、 If I は 近代 — f lirs 

途の数へ i , 狀泛、近年——兵01別 V 」し兎，^外面的には—こ 



卜•こづ？.於ける金融衆を左右し n ら外 M 然外碑銀行 
る—以て各毫し—力を—し、？ i 上 M — し1しれらが I 足け— 

り。 15上 1— 行し居—如 i — 部！、支店を— 

の If し外—雲に - を1る i 、 wu.—、 I 

禅—-するが如き、或|內工^^：^—じ —— ti ■; の柄限を加へれ 

し 511じ伴ふ—なす dp i て錢 ¥」1 ぃ活 3 II じ页 
政—針— して 廢—で」零毛て— flu して — の 

るが如き、又上海$に除して响力銀行方寄' 。，'—、中'しは外碑资 nji て 
社 in 斤^!^ナ、手形交換所を阳課し r 7 办 t 一で、一 jL 二三年\ t 
じ進んでは裔して — f r 丰を u I 中—, s —し"！ が 如き、 

發行，引 f f のす——1—" 一 、 — l _ k 4 u — 形— 

は UU 1 S 二1の — flu 足 米— fi — の U 
支那の女きナ P プ k 、-- 勺二糾の增邡厂寸きノ „ fsbp ^ f る VJ 共 

—illiupr 1れ1 yrl —の如 W 大 ht 新 i 行の 

4 r も— 1 健 If ju パ Hliiiii 
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怜狀を=骒しつ、ぁる五：1人1:./」りては、新式龈行の前途は支那财界のそれど同找に大なる疑|?!|な6ど云 
はざる V からす〇 

以下，11*述せんどする所のものは、新式銀行の^龙報吿欺に於ける數字其他を莊礎どして支那銀行に關 
する正確なる槪念を得るこ.ビに努めたるものなるも、多忙なる爲种樂務の餘暇を利用して執^したるも 
の(:して、充分硏究の谛暇なく且つ硏究の^料乏しく羝期の效果を得ざりしを逍诚ごす〇 

第一資金の調達 
I 、運轉資金の調達 

支那1:於ける新式銀行が其 il 轉资金を如何1:して調達し思るやを見んがために、中國銀行の調杏(:係 
る上海 JK 要支那銀行(中央銀行、四行儲蓄伢及び上^銀行公^加入の二十五銀行を指稱す、以下 IF -- I じ)の 
贷俏対照表の公依合計を見るに、 

資本金及秘立金 銀行券 预 金 
一九二一年 1 S . A 0.— 立. 丸8 •§,5 S - [;.§、§« 

一九二五年 is ' o 、 08 - S . S 0.000 夫 i - io、os 

一九三〇年 一九八 ogCDg 四一三，80000.空30008 

一九三一年 - g .- oo.so 1 s - mo、go 一、八六 § 00.08 

三 


其 他 合■計 
llAsoog 志 . 3§ 〇 0 
1 i -.Ki.go 
Jr . 七， g§85KOsRGg 
六 八，七 3§8 1 5 一 <§0000 
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1 九三二年 一一 Q 八.六 S.OQO Elssooo.S 一 0008八八 一一 88 

ノ ，し一ニニ二十七沿ぐ」な三 
J なり居りて一九二一年に於ては^似合計約七®五千鹆元な^'しもーブ三 

倍半以上1:坩加し居れり。今 Jo 内溶の變化を見る1:(百分比：> 1 U 

资本貪賴— 銀行芬 预金 ま彳 

一九二一年 1 三.志 六六〇六-7-一 i . 

一九三二年 卞七二 1 七三〇セ 三.二- L . ,-^-ヽ 

ビなり一九二1年 (- 於て - M 企及銀行芬は货似合針额の八剡に充乜.ざりし r 一九三^ 'てょ漸く 
九剖を占 sLi 至-^るが新式释 SS 伴 S 本金及翌金其他は、■雪の方？ 

に其 m 要さを、減じつ/'あるは常然ご云ふの外なし。 

二、預金に就て . こ、 

然らば運轉货金の最大の源衆たる预金の铙泐如何ど云ふに、同じく中國銀，イの' S 査 


100 

-00 
-i * 
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九二一年 
九二五年 
九-二六年 
九二七年 


四 九七、 〇〇〇、〇〇〇元 
七八三、三〇〇、〇〇〇元 
九 三 五、 00〇、〇〇〇元 
L 七 六、 〇〇〇、〇〇〇元 


一九二八年 一、ーニ三、〇〇〇、〇〇〇元 • 

一九二九年 一、三二〇、〇〇〇、〇〇〇元 

一九三〇年 一、六二〇、〇〇〇、〇〇〇元 

一九三一年 一、八六〇、〇〇〇、〇〇〇元 

一九三二年 一、九七四、一〇〇、〇〇〇元 

(註 I )右一!上海主®支那®行の預盒合計-」.して，單-」上海に於ける预金のみに止 i らす、上海以外，」於ける W 金.め* 
t のなり。 

iD SWILLU 借入金、—金、—蔡り益—§り。斯くの如 t 2 f の中に f 5 

1•」こて從つて，， SI す vtfsf 、これ，^す•へさ材2さ，」付，中—行の数字かその 
irft 上- f るこ i >せり。 

どなり一九二一年！:於て五1(?元 i : 充たざりし fl 金は、十一年後の一九三二年に於ては二十 la 元1:垂 
ん V 」するに至り、約四倍!: tfr 加するに至れ bo 

此十九1千 f f Q 大さ—ら&にする212、他 v 」 s 比 f 示せば、本年 f 裘手形交 
拘所社 3 S 行の S 合計は二十 S ® な S 、 これに；2 5 f も？ 5ベ < 、偷 f ッドランド銀 

行の昨年末の f 额は四？千® f ればこの三分の一に相當する ものな り。 今これ—國の 預金 射" 
の狀浞 VJ 比較するに、 

五 
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一九三二年 
十九低七千四百捣% 

五十 &七千篇 

卜4八千三百1 
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一九二三年 

支那新式銀8金總额 五—千说元 
B 本全1形交換所組合銀行 II 十九？千篇 
倫拏形交換所組合銀行 士ハ位六千五百§ 

米國聯邦—加1一? 二1十位二千七裒米卵|一01:3三％の增加|せるじす 
の 如く ii—ii に 約二割 Huuu—lt の — U 
ぎざるじ拘はら t 支那銀行の©金は—半以上に博力七！〜：」 i れ、財界谷方面の活泐力 f 良 
si は多々ぁるべし，、」雖も、各國じ一九三〇年以來世界大不办 L I 生じじる銀®の異常な年落の打 
じ萎縮したミ拘はらす、他方支那に於5世界不況の# d / f 方耍は反？好況を呈し代る 
めに、1不況の影 f 受くる-1 ノなか L のみならす、5'て一|>1,、」しては、 

•II じ ti こ集——るが、 其外 L 1 -支 式/—移棚し n るこビ 
• S 新— S — 品ひ、—に ft 〒乙し，5 
S 從1行に寶し支那側の—1 V 」のためじ、—な 
OS 殊 il 内地—る1か s 、 i (他^^—0¢— 」 ri るにょ tQ なり 
—殊11し— t て、これ力 — T ノ 



從つて新式銀行の' if! 金の堺加は一見上泥の非常なる繁榮を表示するが如くに考へらる ゞ も"典设大の 
K ': w は奥地の Tf 企'か上海1:逃避したるに外ならすして、他而に於て内地の恥乏、 JK 村の荒廢其他政治上 
財政上の浞齓不安を物語るものどす0 

今；九三.二年度の It 借對照农にょりて主要十銀行の預金額を見るに、(取位元：* 

定期预金 當座及其他 iefl 金 儲^部预金 合 計 
中 國 11■六0008二 s .& oo 8 I E ±200、 g 0 
交 通 园‘七8、08 -100.000 一 S 00.000 一九二，七 SCD 8. 
中央 不詳 不詳 丨 一, B . 四，000000 
上； g 商* e 器 lTtJLOQoOQ , 六一、 lgooo 二 K , Ao,ooo 三 K , 四00、〇00 
企 城 1完 - bBog 四—-10080二- 1. 五00000 - I §8 
中 洵 11510§00 六.四 0 R 0 S I 九-一•六00*000 
鹽 龙 1 .七 000 8 111 七.六 s ,8 0Js ..8 0 8 0 夫，三 SCD 8 
浙江利装 1 -100008 -10.80 九 . 四 8.CS 去 XS’RO 
大 陸 二七.§,000 二 SCTO g mra oo.s o S 00.08 
四. 明508、08.18、08 一九 •八00 .§ 五 九 _000,08 





(備考〕 


⑴右は借入金、未拂 g 贫企’®好尻贷共他か除外努4味-レ於ける W 金のみな針上せ. 
(2)本表'|-は商業部|:於ける腓莕部常座预金か含4す 

1:して大體に於て預金の四十?^は定期預金、五十%は當座、通知、特當、 


4.6 i 詻冱预金な h . vj す。 

じ L てナ骷 {: 於て Ei 金の四十％は定期預金、五十％は常座-1知，屯1 if : 了 
而 して 中國銀行の预金は 四 S 千 六 百 M 元にして獨り 群を 拔き 、昨年末に於ける我國の了. U す 
金 (六 1 S 六 千;«圆)(:は及ばざるも川 W 第百銀行 VJ 十五銀行ごの预金合計(四低八千六百说 ®) 

もの1:して第二位の交通銀行は預金約二 mTCl : して、十五銀行のをれ i 略々同額な b ; 
次に支那类の銀行たる中國釋に？、费预衮金繁び S 者の增加普其性 C 」 示さ/ 

ィ、預金額の ifr 加 . 

當座其他預金 

-S0.S0.000 

二三四 YsaoQO 

KHHSR 80 

I 八九，八§,80 


九三〇年 
九三一年 
九三二年 
九三三年 
预金者數の增加 


定期預金 
一 SS , 00 S 

一七巴30,0 B 

一冨■六 SC 3 S 
-=-.-18 


同業者預金 

四0.六 8.00 OB 

四 2 rfeRos 
五へ11 一 80 S 

一三 A 50000 


合 It 

四四一— , 3 oooo « 
§ koodoo 

四七500,000 

壘九ゴ〇〇〇〇〇 


定期預金 當座其他一般 ffi 金 


合 


計 


一九三〇年 
一九三一年 
一九三二年 
ハ、 ¥ fi 金の性^ c 百分比〕 


三一、二五六 
三八ゝ四四二 


四四、八七一 
五四、六〇四 


七六、一二七 
九三、〇四六 
I 一四、四九三 


九三〇年 
九三一年 


宵廳预金 
九 A 51 九 
八•二五 
四•四六 


商工龙者预佥 
五四 •/ 二三 
三三•二九 


湖擗及個人 ffi 金 
三 rL * ,八八 
五八•四六 
六 一•六八 


- 00*00 
一〇〇•〇〇 
- 00*00 


一九 三二年 四•四六 三一 T 八六 六7六 ■ノ ー〇〇〇 
同行に於ける斯く S き 51 . SS 加殊に商 Hf 及び®人、遛 S 金 SS は一特 
色 (:於ける 同行の信用の愈々强 ly なるに & IV し居れ bo 
次!:交通銀行の预金の變化を見るに、(耶位元) 

定期預金 常座 Jt (他预金 pshiers Order <:: 計 


九三〇年 
九三一年 
九三二年 


定期！5金 

1 -=-. 1 soooo 

四 slgos 
四 1 r-bOQooo 


二九 • 七 00,0 B 

三|—._.§ 

11 -1 S 0 B 


n flshiers 〇 rder 

九 OOOQO 

533,08 
一,六 00 os 


13003 

一耷 3§8 

S —. 八00,08 




一〇 


二三 ， sdB 


一、 i ’§ 、。、同 m 者 fl 

一丸 1 t て il て 

じして一九三二年 fejf の … 

金は二十四'^ t 。 is 5暮金は f 
又口—以て1 せ S 人—社は九十■言め 

I 5 ► i • ? * 1 1 


_ & ぎざる狀 rl ? 

' 、、>! 


7 ^ n 

しす。 . II 槪忠狀 f 見るじ 預金者 m 
11 i 上海 f f fl 金 合 1 

定 It 1 コ 1 

; H .-5 uiiu — 一ち it ——— せ\ 

一九—年 ul —於てーーー千へ——-一^^して—令以上の 
の 如く 昨年米 r- 於ては#年I欠デ… • つ r=-ii 昨年定與私金I 1、 bvj 云ふ。氷'し 
•:1女乃方が坩加火なりご 1-0 旦つ甲 / ィ "^' tv - る f 用の m 如^^ 

當座 si も t 各 01 .uf 1 

1し1 I ! 扭金 

i 金の分—! j 百パ®」！ —8^ 




一九三\一一年 




在上海本支店 七七 *1 五 七四•〇九 五九•五三 五四•六三 
上； t 以外支店 ニニ•八五 二五•九一 四〇•四七 四五 • 二七 
の如く 同行の M 金は定期、當座 ごも 1:上悔1:其主力を ffi きたるものなれざも、上侮(:於けるこれ等预 
金の全體 U 對する剖合は若干ながら前年1:比して減少を示し居れり。これ同行の地方1:於ける信用の坩 
加取引の燜張なりご說明 しつつ めり〇 
三、銀行券に就て 

次1:支那新式 M 行の銀行券1:付て述„へん1:、數十年前上海(:於て外國銀行全胳の除 {: は、支那侧にあ 
りては、錢处の势力强大にして新式銀行をしのぎ、新式銀行は信用^力共に充分ならす、? rj もすれば取 
付|:| 3 遇する こご ありて、其銀行芬の流通は必中し も IRI 沿なりし V 」 は稱し雛く、從つて上海の llr 中 1 :流 
通する： r 多く外國銀行の鉛行券1;して、我阈の正金、朶髀の二行‘も共1:銀行券を發行したるものなり 
VJto 然る 1:外阙銀行 , 1:於ても何 か 垠故•ある場合1:は直ち1:支那人の取付1:會ひ狡猾なる支那人に利用 
せらる ゞ こビありて紙幣の發行は Jlll#m なる ^備を必要 V 」する I 方、外阈銀行の主た， C 業務は外阈货稃1: 
ありて而も其 R 金は殆ん.•/」全部上海兩にして卯銀は^か1:市場流通の通 It l : すぎざりしを以て弗銀銀行 
券の發行は必姐の栗務1:あらざるのみならす、且つ必个 L &布利なる龙務 VJ も解し難く從つて外阈銀行 
は弗銀銀行芬の發行に對して槲めて熟心ならす、殊に®近十數年の 11]](: ありては支那1:呤 ける阈權间收 





1 _1! i ; 一二 _ 、 っ \ wr - もざ 

1して從つて—•しして , SS 

、1.1露も^^)— t 云ふは f 
热、排外—効？共し外ぁ^:し;;今ミ冬泛袁一 

流 fit 。 の—!.レ し—— $ I 千 S !* 一年 
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の 如く 一九二一年に於ては 5 ■兀に充たざりし銀行级 SS 加の勢を示しつつ一九三二年には四位 

三千 ffix の巨额に逆す る ( :至れり 〇 (阀倍以上に坩加せり) 

而 して 中盟行は一九二一年に於ては SS 六十 5、交繁 S 三十 め、 此の 二行に於て 
殆ん V 、」報行# i - 獨占したる が 如き觀 ぁ 〇しも、 爾後 他 銀行の菸迕 に 伴 ひ 漸次其の ;' i ' J 合を減少し一九三二 
年には fssc 對し中溫行は四士5、交通8は二十51現狀な t 何 S の發行额」 
於て其—--於 S か l ： 他？ f 、 笆中 S せ於て然—す。而し S 近に於 SSS ® な 
,〇对加を ：jf し居るは中央級行にして、 政府 S 銀行 たら 特殊 地位を利用して漸次非位段を商め つつぁるは 
fl -: Hl : 値すべし。 

前及は支那側新式銀行の發行せる銀行芬の糧を示したるものなるが、此等の各行の上海に於ける發 
行額如何を見る1:、(*1!.位干元〕 

I 九二5 - 九-二〇半 1」，キ ー九一一て渖 ---^ :1 5¥ 




中國通商 
浙江興業 

四 I!n 

中國焜エ 
中國贲菜 
中國褪菜 
四行诹備地 
合 計 


一一 i 
_0 
SQ 

靈〇 


四 XS 

SOO 

一 i 


111500 

一氧_ 


51 S 
i 
is 

S 二，二 B 


11 

七 3:00 

一 rso 

SB 

E • 二 00 

一-一1 r - 18 


九.-00 

so 

一一1 

ニニ、1100 
10 
110 


一 so 

-5 一 00 

一10 

I I 

ニニ . &Q 
五、二 B 
一ーニ、000 


-10 

so 

W3LB 

一一一二、一 S 

50 
二 §0 


% 一 B - JB c i i 

合計 . —0 |§ Is るが、一九二九 年以來 の— 

の 如く一九 1年末运 ては iitls 未竹 sf ^ r - i ? は 世界不況の影 f 受けさり 
の 平均發行高は一九三〇 年の三低二元す卜 热の旺龅なりし跺な りし力す 
しのみならす、|の|のために稍ィンプレ的11し？ | 1 ^ 」^5」，長江沿择の水災殊-し滿 
めじして、を 1減す る じ至各る は 世界不況の 影 f るをぅけ 1がれめ じ、自然銀 
洲 ょ鲁11上1 めじ、 爲替収^^^ ひねるものな"—。， 

.^の文 I 1 H を見^るもの1:して、一九三三年に至ィ しこ5 r - M し、 中央銀行の進出著しく 
於て交—— i 一九三〇■比し — t I 丨 


rrk'- 


昨年未(:於ては趿行商七千 S 7 C 1: 速し、中國鈒行に次ぎ第二位を占むるに至れ bo 
而して上； g 中网銀行の銀行#は其兌換は上海1:於てのみ行はる ゞ もの1:して、同行天沭、淡口、奉天 
各支;, 1 ;の如きは全然兌換 (■: 應する箱務なきものどす。これど反對に例へば同行 m 口支店の极行する銀行 
芬口支店こ於てのみ兌換せらる、もの1:して、 rpl 行の他の支店は勿論、本店1:於ても其 !■? 任なきも 
のにして、中 i 行に於ては名 f は本 i 羞ふも其の內容に於ては is し居名、支店の似務 
に科し、 ii /, 1 ?は全然 i ' i 任を^扔せざるものなりごす〇 ( 此點 I :付ては all :後述せん)然れでも £ i 近に於て 
は、上海中國銀行の銳行券は眾に上海(:於てのみならヤ、各地方例へ li * 询京、杭州、福州、^口地方に 
於ても發 f し、これ等の市場(:於て自 I 11 U 流通し居る|1:|にして、これ全く上海 [ nl 行の信用の强 16-1 なる(: 
ょるもの!:して、上海 IM 1 行後行高の六十94は上海同行の發行にして、二十^は他の支店の發行、殘餘の 
二十％は他の銀行の m 用發行(後述す)1:係るものなりど云ふ0 
中央銀行は中國銀行の如く支店獨立の制度を採ら- t '. 其代 b に#支店の嵌行する紙幣は全部上抛本店の 
發行 t るものを用ひ居り、 ell ち同行天诈、青 ei 支店の如きは、上海 Ini 行を支拂地どする同行本店發行の 
紙幣を他用し居れ60從つて昨年末1:於ける七千萬元の發行!:對する正 fim 備五千七百四十萬元の中五 
千四 wffiTt は上海木店 I :保恷せられ居るものなり。 

中阈货龙銀行は上海本店簌行約五十五^、支店發行二十^、領用發行二十五％1:して、一:明銀行は自 

一五 




4 卜，。 m せら 

、ハ名、！ 

8行約六十气領用—四十％ f If * 沿すベ 
る0 こ$寧偏六十^、 11四十总 Uhl 取 
是等—し對しては、—むる所に f i 气 f 涉の信用-—持 tf 

き - V こ、な寺て、中央、中國、交の韋—し居れ--。 i 政府保設の相 
備の檢 8— 任命して定期 , 1:檢 ff I し、 If は賢— i — 猫—炉 
っ而して——ては、正—— SA ここ、な4れ又屮11 Ml — 狀 
力琴_|な||形|爸^」^择又|外1|し之じパ|1,,ぐ| 
に类にして、雲，地—の外—”手 fiyut 4 u 當座—1」巧ふ— t を 

.兄如何じょり 511 ! 1 は fM を i 手形、—手—は研 1 .して随 

Ln _? 乂 11 赛、七，地 1 、 I 、 I 入 f f i 勿— t もの_しし」 
以て これに充つ？ビ It の t て—舊< 他 t 評—を以し、— 

.時——し得べ——謙社の手形等？ 

Is — 以て I し、商—形は銀行 t ' iMl そ之—把 t 、 &定し居れ - ip 
附 ——— flfuMtfur — 中1じ於て|… 

而して中 欠、 中®. t 运繁外1を！ 


(:常然保:©池備の部炻に;>1-0すべきもの.こ解せらる、妝3?{及贷付金を認め"保設职備の中(:土地迚物及び 
介沌设乔:||:(他破货なる捫保品を認め居るが如きは、從來よ0の鹆惯|:從ひたるものならんも、^備なる 
もの、 内容が非 s (: ri 火 t : して範固の廣きものなる水を解し得べし〇现に中國銀行の昨年末銀行券發行 
商は一 M 八 千三!1七十 防 ffi 元(:して、正货寧備一伋 一 T - 五百八十茁.兀、保設寧備六千七 TT 九十 ffiVL なる. 
が此の保符邶備の内容は、 

有尥跄券 約四千九百，八十萬！ 7 C 
不 0 齑(锊龙所) 約七' I 1 !十萬元 
其 他 約一千1元 
な ho 而 して 中闽 M 行1:於ては、銀行券 vvi 偏 S 檢オバ委 iiuu 、 上海商業界の代衣 ごして 總商曾よ〇二 
名、銀行龙者の代衣.こして鈒行公#より二名、錢 JliB ^ f 代表ごして錢業公會より二名、領用發行者代^ 
二名、中阐®行? II 事、^事中よ6三名を伃命して、上海(:於て金融界|:疵接阁係ぁる谷方而の代ぶ者を 
依め居れ60 . 

而して前述せる中闽銀行の妞用發行.こ云ふは中阈銀行の支店乂は他の銀行又は鈒莊が上海の屮阔銳れ 
V」特約を結び、 上海 中國銀行 1 : 對して m - 保を提供して、 Ini 行よ-銀行芬を受取るもの1:して、例へば中 
阈组れ i 上 侮某錢；壯.、，の m 用契約 1: よ U ば、錢莊は m 用额 に 對し其六十 ^ の 现金 (中 K1 銀行は これ1: 對 

一七 





一八 ' wr 

11 f 七他班物 

し利 II 一十— il — 0 HI 許•し十 ilur —領用—代 
ISSS 七®を中提-して其奶保物备して>\1#£繁の銀行资を 

一 ^ rhuuriuuu—ilt 


は 一—の！同 ！； M し。1'だして！ 

領用發行1'し1も、中闕 f * - ，.取--對しては年一5 
銀行 t 從つて聯行領用の f " 所以な: 1 )一,しては姐 

而して銀 SSS は—5をつ—。もの G 

後——!納付する- 一 t な—れゾ？於け4考41しパ rfo ——— は約 

I 七十 131 れ 'f _」u 殆ん v」c 用 
s 卜1 v -推定せられ居 t 丄 lr -ナ . 

四、——^^11 ' 

新 S.SS 笑—^^^?中1 fui も。 

r - £1,^0 i 


W ) 屮阈銀行•交通銀行、中國•竹龙銀行等の 如く 其芯干を政府の出資(:ょるもの 
(こ其他金部 li 問 rf 本にょるもの 

の三 H 1 I : 大別せらる、もの1:して、 今上海主要支那銀行の拂込資本金及び諸 ^ 立金の增如の狀態を觀 
る1:、 

.拂込資本金 諸稂立金 
一九二 一年 九五、五0〇、0〇〇元 二五、三〇〇、〇〇〇元 
一九三〇年 一五〇、二〇〇、〇〇〇元 四七、八〇〇、〇〇〇元 
一九三 一年 一五五、八〇〇、〇〇〇元 四七、三〇〇、〇〇〇元 
一九三二 年 一五六、七〇0、00〇元 五一、八〇0、000元 
にして十一 年 問1:於ける拂 込^本金の培加は六一、二〇〇、〇〇〇元、諸 a 立金は二六、五〇〇、00〇 
元なる も、此等の總负依額1:對する百分比は次に示す*か如く激減し居るは注^すべきな bo 

拂込資本金 諸招立金 
一九二一年 一二•六九 三•三六 
一九三二年 五•八〇 T 九一 
次1:一九三二年朱1:於ける卞：耍銀行の資本金及び M 立金を示せば次の如し。(取位 al 元> 



中 央 二 §00,08 
中 阀 二. < CS ’ S 3 
交 0 S . 80.80 


中國通商 
浙江興^ 
四明商：儲^ 
浙江實業 
上悔商龙儲:«-:||| 
鹽 菜 
金 城 
大 陴 
中 ® K : 
中 m 


公稱 fr 本金 . 


七， B § s 
1 i 
二 .- is 
二. 08.000 
五，000000 
10,00008 
5.81 
§00000 
二0 0000 Q 0 

1 RS 0 OS 


拂込 Jr 本金 
一一0,00008 
二 r 七110 
八， -fc 10,000 

500000 

四 〇〇〇 .000 
-100 
二，08000 
§8,000 
七，五8,000 
七 0 S 80 

-—. S .0 B 
1 -1000 
80.000 


諸机立金 

-ts oso 

trs.ooo 

六/':&000 

sooo 
二 . sos 
100 
-lsoOB 

- S 0000 

ろ二008 
一 nBoooo 
-.8.000 
-. 000.000 
- i.000 


第二、資金の運用 



一、資産と其の內容 

前述せ る 所 I :ょ b て支那新式銀れ'か如3:にして.1:|:(资金を調还し居るやを明か1:せり0次{:これを如何 
1:連用し;？; • ろ やを 见ん1:、先づ中關銀行の調炎 t : 係る上泥、- 1-: 要支那銀行の it 借對照衣の ff 鹿合計を見る 
に cm 位千元- 

現金贷出^布 M 證券触物做倾其他合計 
一九二一年 六一.八00 s.lso SIQO 九^-.九8 -5 S 荖 SQ 

一九二 五 年 i、£0 w— , -tR3S 一一 2,Q8 一 =,3.8 一 * s, 四 s 
一九三〇年 1 美 ， i lE 3 ls _ 二—二 •_ 四_3§ *._ sl §§ 

一九三一年 1 gI * 六01―,九 S 二三九•二8 |11九|— . 四00 九- 2 H § 二 • S . S 0 

一九三二年 -100 31、九8二51 B 1200 IH 200 二、- e 31、五 S 
ビな5届れるが今其內容の變化を見る(:(百分比〕 

現金 贷出有1# ggSI 3¢他 合計 

一九二一年 .八•二 I 六八•四八 七•二 I 三•七四 手1 = -I 
一九三二年 九.三八 力 一，1八 A ハ -s s si 

ごな6連用の方面は割合1:於ては贷出 r - 於て苦干の減少を來たしこれが現金、疳愤證券、發行 m 備其 





贷出は先づ—産の約 1 の二を gt の V 」！ な 


他の方而1:少額つゝ振り分けられ届り、 

二、貸付に就て 

Is 用に於て贷出が其主要部分を占むるこビは上述の如くなさ fit ? 才科—觀， 
態に於てなされ f や、先.つ主1行の一九ーニニ年末に於ける S 1 表— 


次の如し。(坩位0 

中 國 
交 通 
浙江典業 
浙江實龙 
00 
四 明 
聚 0 誠 
中阈帮龙 
中園 m ェ 


定期兌出 

一八九 ra 808 

ssooo 

一一一一 xoRog 
l—.Aoooo 

13B.0Q0 

11 五、五 sooo 

七 . 五 s. so 

11 |,六 8,000 
1— .&§§ 


«期貸出及座貸 越 

九 S0.S0 

八九 -tsooo 
SQ.000 

二 C 八 0008 
-10000 
四，九 00、80 
二 X0CO0O 

5.S.Q00 

巧 100,000 


剡〇 1手形及 R « 软手形 

三 sso 8 

一 - r 七 0008 
五〇〇〇〇〇 
八 8、000 
§08 
§8 
-.-50.000 

50.80 

四〇〇〇〇〇 


令 計 

三ニニ八〇〇〇〇〇 

一四 5 000S 
一一10000 
-11 、四 00.000 
五 20§00 

一 - ss ooo 
10.000 
§ 0.000 
5.§| 


屮# 商*儲 . «:lu 


I'SCTOCO 

111 rso, 000 

raaRos 
-§i 
.soooo 

—3100000 

四 00 JI: 00,000 


sooo 

二七* 0§00 

530,000 

一九，六0§§ 
200,000 
五 1 300,000 

iraoo, 000 
■ f , 00 


is 


四 rsoos 


二*8、000 
丑 i.oB 
八，- 18.000 
三一,六0§00 

-S0.000 

七三、500§ 

Al —.50, g 0 
51 Joo 


百 分 七 E 九 A 六 Idc J . IE 1 - cc.cc 
(筛考)右(1爲茌)^貸乂111£け其他ル拧除ぜる般密^4息味|:於けろ迕出のみか計上せ4。 

中央銀行、巾國通商銀行、上海商業儲^銀行等は其贷出额の詳細を公表せざるを以て之を知り雑きも 
右1: 見る が如く贷出總額の約五剖は定期贷出、四削半は短期 It 出及び當座贷越1:して、削引手形及び W 
爲替手形は {M か1:五分除 r - すぎす。 

次に此の定期 It 出；3¢!:短期«出及び常鹿 It 越は如何なる捫保條件の下に取扱はれ®るや1:付き前揭主 
要銀行中其內容を公表せるものにつき之を見れば次の如し〇 (眾位元、一九 H 二¥末) 


定 


期贷付 


短期贷出及當 座贷 1)^ 


信 用 扪保附 合 曹 
浙江典業 2VL.Q0SS. 二 508111, 八 00 、〇 B 
浙江贸莱 八九 §00 50 os 1 —.八8,80 

四 五•六八0,08一 SOOO 0 一 58,08 

屮阈墾龙 Koos - rio . so 3 S 0000 
聚昶誠 lal.A § 8 二- t 30 os 七 JZL 8,000 
M 萊 二.九九 0.08 1 ，六 5,0 S ra . go.ooo 

永 亨 S .. W . 0 . BQr - s.Ro .§§§ 

合 計 H 2 九 § g 一-.11一0〇〇〇七八一一〇〇〇〇〇 
百分比 二一.六 - t あ 1 50.00 . „ 令 P --9 

くゴ MiLIfirfi る必浓物件な"^や ir や*^/ 
而して右衣に於ける「扔保 Ji は如何なる稀類のものなりや、果し\ 1 

きては 明か1 A も—式 上は—作 出の約 八別 弱、—贷出及常 座^^ の約七 ff? 
以上は新式 sS 出の S につき綜翕 S を1所なる も、 表之*討細 ' f ?め支刃最 


W 用 
赴 0000 

1.六00000 
12七008 
-•-10 
i 、08 
一‘六10 

B 0.8 P 

一 •S 九 0 .80 
二4ソセ 


奶保附 
10 
一 JH - •二 sos 
100 
一'八 0 .08 
八五0.000 
- i .000 
八0008 
二丑.七-008 
七0.ぃ八三 


計 

四.七 1 B 

一 Kxooooo 

SOOB 

一一、50000 
11x00 000 

50008 
500,000 

一 - ssos 
so.o'o 


大の银行 fl る屮一:銀行の tt 出 1: つき设近の 15 借對照表 (: より、之を見る 1:( 取位元〕 

定期^«!期' pe 出及 ffi 座 K 越 割引手形及贤鸩籽手形 合計 

一九三〇年 111 卞&§ 8 ws g.cg 二- t . aoos 1111111 、九 0 § g 
一九三一年 一八八 .' ioo.cs 二 0 、£ §8 111 .I 1 .OS00Q. I, 九 33 ,c r ) 3 

一九三二年 一八九.. 430、08 九九.四 8 〇 03 一- UH0808S—.*38 

一九三三年 一八九—'' 100 . 0 S 三耳八写〇〇〇 1112 g . ooolnaoo 8 

の如き狀 態 1 :て 一九三 三年 r - 於ては總额三 ty . •五千 ffiic 以上の贷出金のぅち定期 K が約五十四鉍、短期 
及當座货越!:於て約三十六^、削引手形が約十^を占め居れり。 

而して此等の It 出が如何なる方面1:使用せられ居るやを見るに次表の如く政府諸機^1:對する 1: f 出が 
一九三〇年 1 :於て la . 額の約半数を占め、®近漸次減少の傾 rn ] l :ぁるも昨年末 ( :於て f . l . rii 四十岡％ ell ち約 
一位五千萬-兀の巨額(:速せ.9。これ同行が如何(:政府 V 」の關係が密接なるやを示すご同時に、これ1:關 
迚して同行の信用狀態にも一沫の不安が抱かれたる次第1:して、同行が iii 近(:於て極力業務の方而轉換 
(: 努力して商工龙方而に進出せんごしつ ゞ ぁるは同行本來の職 fM (间行は爲替 m 行たるべきものどなり 
扱れ b 換言すれば H 本の JE 金銀行の如きものなり)よ b 云ふも、當然の事なる•か又 In ] 行自身の安四を計 
る上より云ふも陆めて自然の傾向な 6 VJ 云はざるべからす0 





一九三〇年 
一九三一年 
一九三二年 
一九三三年 


中國銀行贷出金使途別一^表(百分比〕 
商業 エ浆 S 菜同龙者 
二：>13 $ 丨15二 
111.七九一冨 —一 JI - O 二四- u -ール 

fl 八 一 S ―11 一 
二七 .0 二三 .C 八四•八一 s ®s 


政府公共 Iltm 

〇•岛 

10八 
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一九三三年—三 . C 八 s s ®s ゴ；5方而じ對 t 贷出-し特じ努力 
次に M 內諸エ龙に對す，5出？見る•し、 3 S 近の S 以來圖. 

し1:る丈けぁつて左表の如く年々增加を示し居れり。 

一九三一年度 三 \、二 〇〇〇〇〇. 0 
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i ! 三 S 四一一、 i 、‘ oor . o'cf の如4111 

而 して 此の 3 額 S 何な—而じ—せられたる f — ノ < 」、この i に於て國內エ S 對す 
の|(<适 上 S め、— 率-せ ¥、fls 約十- X : . 五 Uhl て f 益の 溝本來の 任務に非 
る f—sf 」七皆 f—i 席. V 。中 s^f … ;)i のにして、 從つて河行 
'1 方而 t 次第に— し、 拖エ|而に靈せん•'」し1效 U - は"— す 


_ 内エ：への filii 额の殆ん r 七割が此の；一者1:振常てられぁるは、此等二つの辦龙特(:紡砧龙が支那に 
於け on 奴大の近代;1:業の形態を具術する當然の結站 V 」なすべきも、上海 I :於ける妨織は日本の tt 華紡 M 
の猛烈なる競叩|特|:一九三一年の排=以來—(:迺遇して非常なる雛境|:陷り、北(經锊に颇る热虛しつ 
、めるは周知の ？|1-货 |:して、紡紐龙 !:谥 大の役資をなせる 銀行 も其前途 r - m 大なる懸念を抱かる ゞ に至 
れるは減(:不思議なる運命なりご云はざるべからす〇 

中國銀行一九三二—一九三三年度阈內工業 it 出 削合琪龙別一^表 
エ龙名 一九三二年 fl 分比一九三三年百分比 


rotton uplnllll 一ね 111 dustl.y 61.9 56 3 
Flour Industry 二 -9 j 2 み 
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cl1—y po -II けて—读议 

Other 1 し t 、一昨年 r - 於ては世 f . vl . c /1 — 及び多数の錢—】 

次に 中 S 行—勞而じ f if . 14」—备浙乐 f Mu 悬 If— 

——— 赢 ' 千九 

通じて招を行ひにるが、吖吖| 阈く，碗、 雜锻、 fJ 毒し上れ--— 

保.人—^.^ 一千 1 栗等 品の— 他-し 

is。f II 数-」し。 ii ' 4 y l :» r 各—— 

ふ。以て———^ の f f _ t — 多 

i 1 11 tn 11 

5 二 t ハ It て、—菜す、中 G 一、二— t / ri 芝き—率に 
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て 1 ひつ ものな り I ふ。又璧合作社 CIS.— 。 society) L1 對する SS ち山 

^1 ぃ ;"« 1:-^ ける ff> • 中.中鄕村改 迆贫 (Tson-ping Agricultural I ョ provcment committee) 湖北 1 : 於ける定縣平 K 

dm ヶ、 Ting-b— people-s cil-ec in Hop;^ 

comlol: 對する货出の如き極めて . K 好ハ 1 f 色たる - E なり。 

昨年度 L : 於け iiisl 千吾二十1にして一昨年に比し 一 f 5十 E 萬1の 
It て咋年末 lit - ハ1十 S にして、一昨$に比し二 H 二十1 SS な S す。從前 
の露に As 地文〃込みて僅物益§.出^第するも s 、 n 入代 fl 爲に大都市 
に 於ける錢迎 宛の手形を振出し之' VA (地 S 錢莊！」别引'^乞ひ、錢迎は®に之を以地の中网资行の如き大 
銀〒の支店」再別引を乞ひたるもの <そ。然るに近年與地に於ける錢 f の雲不振の.爲に阳店する袭少 
からす、尙業—琴 tsi 雖も—力 S 少气 S ——'、」 のぜ於け 41— 不安を 
I して從前の如く自 -5 な<0削引をなすこ V - •を好春、此間に於ける不便少からざりしが中國銀行は此 
問に立つて商人の手形を庇接に〗 W 入を行ふこど、な-^るものにして、咋年の其取扱额は前年に比し一 
位一千®元の坑加を示し斯くて典地.こ都市，、-の問に於ける資金の流通に付き多大の貫献をなしたるもの 
なり0 

次 {: 純然たる KIUI 銀行たる上海商龙儲蒂銀行の贷出に付きて見ん(:先づ同行^金運用の大要を示せば 
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一九三三年 -二-一 るこ—得へ L 1、こ島— 器具 
の 如く — 發減少し、之も—し—發は1 tls 出は—一 f 占め • I 
lli 、 て、織物、—、1嫌、—の〜5:4くのは八分—む—の i ブ 
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次!:此等諸 Iv 出は如何なる地方(:於てなされ居るやを見る爲先づ同行放 fjrl : つき其分布の狀浞を見る 


一九三二年 一九三三年 
^% 

上"袖!' rr 花本支：;, if . 五六 *1 四 四八•二六 

^^ 

上海以外： l '; r 狂谷支店 四三•八六 五一•七四 


にして、上海 ( :於ける資金の放出は減少の傾 li ' J を示し居4殊1:对沿說#及び不劻產の緦額の九十°/»迄 
は本保所 ■&!: して、而も此等の總额は前衣 1: も見るが 如 <£i 近坩加の M 向に あるものなるを 以て、之を 
除外せ る It : Lill l ■ 1- て Ii 此の ml :'] は ie l : 明白なるもの あるべ し。之を以て見るも fiil 行の It 出は上海以外の 
地方!:於 \,-增加しつ、あり。換言す.れじ |01行が上浞に狢中すろ资金(第十?-1上侮商龙儲蓝鈒行の预金分 
布の項#照)を地方!: 511 用し つ、あるち の1:して、近年支那 M 界の大|«]题たる? i 金の都市集中の矯正的 
所作な b v - も#] I 察す V く、 又上海(:於て は 遊 fi の利用网 難なる 爲自然に地方1:運用 S 途を求めた.〇 i も 
解せらるべし0 

次1:同れ S 小 nm 用^(:就て述べん::"同行は一九三〇年上泥'辟安寺路支沾1:於て、^保品を徴狼せ 
や個人信用 ;: よりて少額 It 付， V,!!H 始したるが、其 II 的は庶 IV- 令融を補助し if5 利 It よりの^痛を免れし U 1 
る i: <0 りて ikitsrl を五百元•、,!..疋め月賦^ is の方法によりて支拂はし L * る もの(:して、叫始以來の成 fc'i は 

三一 



相當芘奸な bi 云ふ。今其収扱高を示せは、 連出入數 

贷出额 六五七入 

一九三一年 ニニ四、四八九元 八六六人 1 

一九三三年 |§し11111 f の 
にして典利 f ii 殽初は月一分(年十二^)なり ，ィ .、 、 —ui 四千佛元 r . 過ぎさる こし 
店に於ても一九5年®月 i 小§出|始し居公1^^,場益不時の支出じ充つ1'!ノ. 

货出1瞄、—，商店の使用人の結地ゾ t _、 丰數は煩嫌じして—少 

て、小口のもの颇—く中 - k 一5十一ですら II 濟せん，、」すさ n そ'1:>> 

しすり。 s s U は。服^ 0 。社^ 0 之 s(ft ち—へらる。 

: “r It めん i 多少の—の— 4 :i 1 の關心—し f 引 
: —unuil 輸入 im 
sif 所 t で。近年—近代が、殊に — f o ) !:i 

pnlp!SII^U, 


從來の本：谠極端なる排外論(:比し比較的^健なる14 ilt 熱•か各地(:流行し來りたるものにして之に伴ひ國 
ItH 業;:對する一般 IV 1 衆の yl -:^ も获しく增加する1:至れり。 

今 M 打の！；货工業に對する 1 ?出額竝び (: それが In ] 行 It 出總額 1 :對する剖合を見んに、 

阈 ItH 龙 [ :對する Iv 出额货出總額 ( ;對する i »;' J 合 
一九三一年 二三、〇〇0、〇〇〇元 三四•三〇 
一九三二年 三四、六〇〇、〇〇〇：兀 四 T 四四 
一九三三年 三四、六〇0、〇〇〇元 三四 • 二三 
にして昨年度の^出額は前年度に比し殆んご@化を見ざるも同行 It 出總額の坩加したる削 (: 比し阈货 
エ龙に對する l-'t 出の增加せざりしは、 

(1) 昨年米銀 M が下落の大勢を止め却つて勝*.5形勢を示す1:至れるど 

( 2 ) 支那典地の腿 A 力が內亂，水災其他秤々の^情 1 : ょりて非常に減少したるこご 

( o )(2) l : ょりて 全阈の工業製品 に對す る <:l' lrn 要が 減少し國 It エ龙の 前途 I :不安を生するに至りた，〇爲 { : 
はめらすや VJ 考へらる 

次に同行の阈货エ紫別の^出額を a るに、 • 
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n 七 soo 
聋上’〇〇〇 
七！11,00 CD 


二-年 

百分比 

JLr 

二®一三 
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1¥38 

二九六〇〇〇 
118 
二八§0 
一一0三08 
一六^000 


百分 
?, 一 S 


製 紙 111500 1 三.08 0.111五 

セメント f i oRMs 一五 . 000 00 四 

ゴ ム ー四 1,000 si 1 九 CDB 00五 

其. 他 八七58孟四 -N 一、080士一 

合 計 !•§ . 000 I 8 . 8 sgr iK. wo8 一 8 ,8 

にして昨年度1:於ける贷出额三千四百五十七萬餘元は一昨年度に於ける其!:比し大差なきこどは旣に 
說明せる如くなるが C 第三十三 H 參照)口〈昨年度1:於ける贷出範囵が前年度(:比し廣汎 V 」なりたる取は注 
意すべきな bo 

次に贷出の内容につきて見る {: 咋年度1:於ては、商品扔保のもの圾も多く全！ g の六削以上を占め工場 
棵械を扔保ごするもの三剀を占ひ0而して贷岀の大なるものは紡織業の二千二百六十茁元、製粉業の五 
百八十 ffi 元1:して、此の兩者を以て國货エ龙に對する It 出の八削二分を占む。此の二工業が支那に於け 

古且烺 大なる 工業 1: して、 從つて銀行業の 之 1:對する贷出の大なるこごは、中國銀行の場合に於て 
述べたる所なり〇 

次(:同行の鹿龙方而|:對する贷付|:付て見るに、同行は一九三二年來國货エ業補助ご農笼救浒ほ# ご 
を以て二大工作 V 」して努力する所ぁり、爲龙—に對しては一九三二年以來支那 谷地に於て I に或 

• 三五 


三ナ , 

:、也—力洛—して〕—じ對 t • 

は他の！词して、—-」又治转 llhrl —伴ひ—支^^ 

小口の SS ひ、相當！—げ居-^來;^商 m 銀1して—-は直 t .し、 

及ばす影 f — せら？-,、」大ごなるじ從ひ、同行は一'^驾に於て營救濟を行ふこ^.— ■ 
ii — 時に—て— — i、If util 、 f 、I ^ 

一九1年 \ i 打 s に I 袖肋 §1 t の—けこ p だ此の —-」 St す 

1111! i ! 111 if I 

今其槪要を述ぶれば、 ti '- sudi - での比較'^ i〆 , . 漆し 
(ィ mll < i しては S 员の爲じ1期 i 收—ち -, して、例へば sf f , 

す ts t て•贷 i 收 f 販経 f — Mi - , f 外部 t 米—借 0 fr 
兵ける—生—霞厳合に對す t のの如き i ^ ilt 2 すれば十二元 h ) 
I 僅かに七元な t 刺息は付月 一一 —— 」五ヶ ，^, t 一—三—し於ては j ius 
然を i 之—年約 s —if pra 合(中六—は — f 一 d ) L ^;. 
1 ( K §/ 陕 m (一—)、安徽 u 組合)じ合計'-'-节して—は机 4 ：の It リブ 
せしめ、 之に對 ts 四十二—し迷し 1 」一 f 1 じ付ても和當の忸 
^ 1 . 11 ^ 118^1 — 


宜を計 be る11-!なり。 

(3)借;11飢合{:對する贷付、信用机<=(尨^の和亙融通、典同腿1 ? 1!、北ハ同生產、北ハ同迅送贩資の機關) 
中の健含なるものを選んで之を指定し、之1:必要なる fF (金の融通をなすものにして一九三三年中(: 
K 出を行ひたる組合は江蘇、浙江、安徽の H ^ llK り九十八机旮、組 <= n 一 ffi 二千阶人の多き1:連 
し li 出額三十位萬： -7 CI :達した b v •云ふ。 . 

(こ^龙倉 ;' K 、 机合の無き場合又は組合あるも不健全なる場合には^光# i - Hl : 入炖せる農齑物|:對し 
て贷出をなすもの|:して，一九三三年中|:«出を行ひたるは同行自煢のもの三、地方公共阁微經轻 
のもの二十五1:して机合兼^のものは全體の八、九剖に逸し其 It 付額は二十九萬元なりしご云ふ。 

(-1)尨比小口扔保订付所、紐合の無き場合|:焜淹物の外、衣服、竹飾其他器具を扔保>,-して小口の贷 
出をなす〇 

(ホ)合辦ポ栗、北京# ; 洋義賑會ご協同し m 村 It 付を行ふこビ多年、成紐颇る良好一九三三年度«付豫 
定额十萬元一週の利息八 M な6。 

同行は斯くの如く此方而 (: 贷付を行ふ1:至6たるが、何分初期の事.、」て充分の餘暇なかりし1:拘はら 
す、一九三三年度：迎送 Jlcn 組合1:對する It 出四十三萬-兀、信用組合1:對する It 出三十一萬元、 B 龙贫 ;•!': 
に對する K 出二十八捣元、合計百二萬元、1?出人员二典一千人1:達したるが、回收は M る№1調1:して、 



.ノ しこ 拘はらす純益二千元を得れ$」云ふ- i ® り 

各 i 用—蕾 t しじ、烧村 

1 爲 Isf 龜」、 —1 1 ヶ 11 1 j して 

なく谷韻 s _ t て出戏多く if る ® f 、本# f りは前年の方針、計 f 〕？ 

の I に i 相當 If f 」 1もの— ir <ぢ1り—。 

努力し 商業部、德部養計を分離して一府の努力をな T 

三、有價 If 券に就て 

上海主要支那葬©有1慕は、 

有愤證资所有额 

i 一〇年 ニニニ、1000元 
一九三一年 ニーーー九、二〇〇、〇〇〇元 
一九三二年 i 九、二§、〇〇〇元 

銀行別の有愤馨所相额を見る'」、 

、 ，し.5芦 iu ; 
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J 讳甫某—2 <§§ 1 S 100 CDS 六、_80 四 . Aoog 
の如し。而して斯くの如き二 li 四千鸹元(一咋年末) に達する巨額なる有 fi is 券の 内容如何は、支那公 
傲の大部分 ts — 格の—荐し < 殊に滿洲 ■以來其下落大なあるを 以て、®る 注— 

要するも、孰れも其 S を1せ fas て8不明なるも今中置行 S 表する所によれば*同行の 
布衍箝券の内容は、 
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九二九年 一九三〇年 一九三一年 一九三二年 一九三三年 

塞 一1* • 4- • 



金似努 1 I ,、金1じも赛し f i の傾獄 tr 、" 

4化し f 、 I 分散—|41のみなら^1-,&§四1分&づくまで1-^ 

じは漸次に $ i 持馨增加し、 i 一一 年％しは登；^.市 riv — じて—— f — 
ilillf 

ヒ九三一一爾には一九二九年末の零し從し居る- i」u Ml 。 じ、一九三〇年 &— 格は內 

今 P が涅 Is 壊格 S し胬？ て—1 社——對して 

俄-し付て は年来市似の八1以て計算し、 外似'し料 f し三一年に 於ては內外浪篇券の市 
は爲替相場に 付て— •し 八—以て計 S り奚ひ f し 1上の•似格は年末の I 
I 落した る， i し—— 湯—金中 i 之に if -" uip ^ L — て、11" 

一致し！、—年，於て 

入—加し以 J 繫分 ff た51居る—き n /— る如き— —てす tp " 

のぁ LI」ll§ して銀8の—•翁せ-^^’。 i—0 ベく叉上梅商業— f の 
II 、 lil — し— f 此 ii — 
一—Iの崔1役織は、中—行の4分"」、年末帳—格は年末市1八別五分なり4 
<•>、內 S 依、中2採式、外國採式'銀行株式 f 〆 




ひ屈るが如き、-[1:ハ(:新式銀行•か竪實なる投資方針を VJb 居るこ VJ 、觀察して差支へなきが如くに考 へら 
る、 もの (: して、斯くの如き方針は必すしも此等二行 1: 止まらす、他の礙良 なる 新式銀行 もこれど同様 
なる方針をビ b 尨るものご考へらる。こは決して支郝新式銀行の全部•か斯くの如き愼重なる態度を VJb 
居るもの VJ 云ふにあらす唯支那新式銀行が近年內似の躲落の爲に救ふべからざるが 如き 窮地に陷りつ 5 
あるが如き il 念を有し居る莕める1:付き、こ ゞ に® a なる新式銀行1:於ては相當なる對策を講じつ/,あ 
るこ VJ を特記せん VJ するものなり0 
四、現金に就て 

上海主要支那銀行の手許現金の Ifif - r 產 I :對する削合1:つき中國銀行の調逬にょれば、 

手許現金高(單位元)總资產 I :對する削合 
一九二一年 六一、八〇〇、〇〇〇 八•一 
一九二五年 一一五、七〇〇、〇◦〇 九•六 
一九二七年 一二三、二〇〇*〇〇〇 A*ra 
一九二九年 一三九、五〇〇、〇〇〇 七•一 
一九三〇年 一五六、五〇〇、〇〇〇 六•七 
一九三一年 一九四、三〇〇、〇〇〇 七•五 

四一 



一九一一一二年 二 五 10 ,〇-- O L 〇一一三年の 一 i 千三百陆 fi 一年 
一九二 i 六千百餘 It し—げめ、これ&當する 

;^|| 45 因|のミて、| 4 |£_-<^^ 1 示すに雙 1 もの_しして 
對 t 器 比 八 二 S 一九一一三年 U 於ては九•二せ f ;: 一 ， 力らかな 气へし。 

1件」？例— --1 ,、 

I 11 slli^ I? 

次,： si し於け41<.ょ上1 合—幾一 ST 幾_> 


手許現金 ( A ) 同業者への存放 
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羞 A 
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一四41 
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中國赏業 
合 計 

浙江货業 
中錐商業儲答 
聚興 M 
上海商業儲菩 
鹽 業 
中 孚 
金 城 
大 陸 
M 莱 
永 享 
中 南 
國 華 


-.is 

一四六，50§00 

一一「00008 

50.000 

3100,000 

1 七，1100000 
四，|5§00 
七00.000 

13100000 

50.000 
130000 
50.08 

五、六 ooos 

-.§ 0.000 


一.一 ao ’ os . 

51 .08 

六，四00000 

30、000 

1、四8,08 

- へ S.OO0 

5,六8,000 

-.is 

-S0.000 

三，四 80 Q 0 

_-_.so.ooo 

九00000 

A-00.000 
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一一 3100 os 

1111七、 SR 000 

九岜〇〇〇〇 
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1—.六00.000 
三六，08、000 

130,000 
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二九，七 80 S 

-0.S0.000 

1—.九8、000 
1,000000 
110 
500000 


十八 三 A 

八.六 K •六 

以上發券銀行 

六入 二' r 三 
1.六 一八 ‘ ra 

fl 1六ん 
-HI -111! 丄ハ 

四•七 I 九.六 
1 -1. 九 一七〇 
10*二九•二 
二•九_一〇 

一 A -S 
X 

五.四 

六*重 

四三 


一九.六 

一一- 1 : 




八•二 


ニモ EM 


合ャ壘感_ルー•七10 ? SB 〇 
I 11— す ？…るもの——1考し 

右表|る「 I へ—」墓—香^^ H 中 M 馨、中—、11各 

It もの4知 t 5 M 、 上梅—て fl — 做し得ざ 
S は SI — 於て、 f 現|して I h 11」」—す t の vf I 
るこごは— t て、 Ife ける「他行への帝け金」乃-* 

至當 VJ するが如し。 裏音る二 V .1 は S る典昧ぁるこ)」なる'^ 

何ほ銀行の要—塞-」——業 f しての"/ r _ II じ t 推定し2所」ょれば 

苦— — 不充分 t て 正 f — It — 「1許——— 

前—券——— It し一 i 、 SI 對し—1 

への猛<&の約一一两—|蒙行备;^^;4二雙分|ミ— ! — 

金」—— 一 SBSII 1 へ—— t ? 〈： 

第三爲替業努其他 

一、內—替 .1—— llliiii し尾〜 
內1數十|じ t ては ssf |ァ ■ 






るものなるが、第一革命の勃發ど共!-:殆ん V 」全部壤滅し去りてょり、之に代りて新式銀行殊に錢莊の之 
1:從琪するもの漸次に多きを加へ居りたるが、最近數年間に於ては、餞莊の勢力漸次に失墜して新式銀 
行の此の方而に於ける活動漸く虹胳ごなるに至れり〇今中國銀行の取扱高を見るに、 

一九三〇年 五借七千五百六十®:兀 
一九三一年 八 低二千六百 八十 萬元 
一九三二年 七傲五千二百二十萬元 
一九三三年 七傻五千四百七十跑元 


の如き巨額に達し居れり。 

而して其送金を仕向地別(:見る-(:、 

一九三二年 一九三三年 
楊子江地方 四九•五 五九 •* 二 
北支那地方 ニニ*一七•七 
滿洲地方 一六•五 一〇*〇 
南支那地方 二•九 一三•〇 


の如く楊子江地方が全體の約半を占め昨年は殊1:六削1:近く滿洲及北支は全骶 ごして 漸減の傾向を示 



せるこ vj ぜ知る。 

111、被仕向地 —、 gI 

一九三二年 海港都市 三六1 
^ 典 地 §1 

，九三三年 海港都市 二八4ハ 


被仕®送金 
六三〇四 
三六•六 
七四•〇 
二六•〇 


一*' .. < •ヽ •一ー ノ — 

同.. 與 地 七十隻 r - して—1 一^ 
I 居 itlli の送千の——するこ—ベ 

相當す)へ1111時1兵け — 

し0 

次に交通择 S 取扱奪見るじ、 


九三〇年 
1九三一年 
一九三二年 
■一九三三年 


一位六千捣元 
一二低二千 H 浓元 
一 m 九千三百热% 
二惚一千百洪元 


の如し。其他の銀行 t : 於ても內國爲替の取扱にょり相當の利益を得つ ゞ あるこ VJ 明なるも、其取扱に 
關する詳細を發表せざるを以て內容は承知し難し0 
今左に主耍銀行の內地支店數を示さんに、 

本 店出張所数、支店、派出所 備 考 


中國通商 
浙江興業 


一本一、偷软 


浙江贲業 
上海商業儲蓄 


11 


中國農ェ 
中.國 ff 業 


滿洲四 


屮 商 
國# 
中11艱龙 
廣 束 
聚典誠 
0 0 
■金 城 


大 

m 亞香港 五■、—诉の數じょ，，ても明らかなるが、 

山 -S 行が內 1— 務—4 位—め— は， dr 一 ® は他の本 支店の似榧似務 

: MHIluIlpiiii 

公權氏が此曾つ— ' si 文 f に、 '、マて、 年に冷け赢行 f 兌1止な 

域！ I ! 


陵 
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同 
香 
0 
天 
同 
同 
香 
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慶 
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六 

五 




九 

匕 

一 
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滿洲二 



店よ b 支配するこごを得すごの敎訓を與へた 50 故 1 :銀行の支店を他の支店ど財的に分離し且つ獨 
立し. S : くこどは絕對的1:必要な b VJ す。 

然らざれば一地方 1: 於ける政治上の變化は他地方の支店(:も波及す る!:至るべし〇支 店は 其所^, 
地の社 fr の幸福のために努力す v きものな り。銀行# に付て は支店 {: よ b て株式及色彩を異 !:する 
こ VJ 5 し、 兌換準備金は他支店の準備金 V 」獨立 して 各自の佥姐の 中に保管せられ あり、列へば一し 
ニー年十一月末天排支店は獨立 して 公許會計士 をして 兌換準備金の 檢畓を行はしめ、政府 及商業 會 
議所、銀行、錢莊の代丧 者をも 之 1: 參加 せしむるこ ど ゞ し、 上海に 於ても 之ど同 ^ の措 la: をビり、 
以て銀行券 {: 對する一般の信用を保持する |:努めたり0之を以て安福、直隸派の爭閟、奉'、^, ^ 
派のず關、一九二一年以來の两北戰胡、一九二 七 年 共產 政府の命令に よる 漢 口に 於け る 銀行券の 兌 
換停 lh 等の事件も何等他の支店の業務1:影键せざり しは 支店獨立の 制度を どり居る結果に 外なら 
す」 

同氏は K に此の方針は他の二大方針(發券 銀行は完全なる獨立を有し* 他の干涉を ぅける こどなし、 

1行 V 」して重 t へき，三 V 」共に中 if して言の大をなさしめたるし®れ、 

交通銀行の 如き も恐らく同校の方針なるには非すやご 考 へらる0 

二、外固爲替 



五〇 

.次に外 i 替」？述ぶれば、此方面は十數年 f では外國 S の獨占にして支那銀行®之に關與す 
るもの殆ん V 」なか L が1に於ても中闽、交通、上海—储齧、浙江 K 楽、浙江—、中字、中 
南、——諸行徐々に f 行ふに至り殊に南支、潭に 1 H 銀行、— (一九三三 
年一月ょ h 雲銀行4稱す)束18は移民®送金 sf して相當霞なる11すに至れり 
然るに一九二八年 I 政府が载行政策に從ひて中央銀行&立するや、同 f 中國 S を隠爲£ 
- Tallo=al Exchange Bank ) たろべきもの V 」定め(中國銀行條例第一條〕又政府の委託'5けて外似 
發一 T 及元利命の支拂•政府花外資金の管 511 保管、外國寶易极肢按助等をなすべきこご、定め(第八條)大 
いに 外1替—に S せしめんこ i を期し2 V 3同 S 本店に外1け偷敦、大阪に支店 
IK し—雲 1 比較 11 なし成 1 営-」見气へ t の t が如きも支 
爪に於け森1 ff る時は、 S 尙震 S 遝矣な t © t を知るべし。 

今左に同行の外國爲替龙務の取扱額を示すべき數字を記さんじ、 

( ィ ) 外阙爲替豫約婭高 (forward clscts) 

一九三一年末 一四一、四〇〇、〇〇〇元 
一 L 三二年末 七六、二〇〇、〇〇〇元 
一 LI .-1 三年末 一〇〇、七〇 C * 〇〇〇元 



(右は 同行 §對 照表に於ける期收 契約 (plnd clacts b — ho 及び 期 付契約 (Forward contra , 

1 )の|- 0 。右は sis 露脊5 せん菩 る繁贷 f i 金額が記入され f 

て恰も支拂承 S 支拂承覽 返の 如き 性货のものにして、偷敦 — sd Banr これご同様の取及 
をなせるやに記憶す) 

一九三一年 八、二〇〇、〇〇〇元 
一九三二年 二六、一〇〇、〇〇〇元 
ーソ三三年 问〇、二〇◦、〇〇〇元 
( I 〕盘字 U 支那 s ' u 於け*信川—行に對1.11む 

(ハ)一九三二年1:於ける外國爲#取扱高 

ゆ出入商架信用狀發行 六二、二八七、0〇〇元 
輸出入荷爲掌形 四三、三五八、〇〇〇元 
送金手形及信抓發行 三三、六三七、80元 
他所拂手形5 ニー、九二七、〇〇〇元 
代金取立手形 ニー、六六九*〇〇〇元 


輸出入商業信用狀發行 
輸出入荷爲韩手形 
送金手形及信幌發行 
他所拂手形‘典入 
代金取立手形 


五 一 


針 一八二、八七八、000元 

三、其 他 

布力なろ新式銀行(:於ては上海其他の地方1:於て倉庫を設くるもの多く其倉庫に似管せる11物1:對し 
金融の便を計6居り、遊資處分の一方法ごし且つ祭業馈張の方法ごして布効なる1:や、上海1:於ける蘇 
州運河の沿岸には葙力新式銀行の食庫軒を竝べ居れり〇而してこれが爲1:銀行(:ありては贷借對照表に 
於て货棧(又は堆梭〕資本(又は基金：なる勘定科罔を設け居るものあるも(例へば大陸銀行の如きは咋年 
末 15 棧部利益ごして二百二十餘茁元を計上し居れり)又何等の表示をなさゞるものもあり。 

信託業務(:付ても同 榇 にして火 陸 銀行の如きは、 信託部基金 どして 百®元を 計上す る あり、 又浙江 典 
龙銀行 の 如く 不動産 信託 部不泐逄 i して 咋年末六百五萬餘元を 計上する あり、 又何等の表示をなさ， ゞ る 


ものもありて一定せ 


又大陸銀行の如きは上海询京路 N 拔の場所(:大陸商場なる大雄築物を建設して贷家業をも營み居れり 
又交通銀行、金城銀行は共 Ini して生命保險會社を經營し居り、浙江贲業銀行は#上銀行其他の外國 M 
行ビ引受阅を飢織して上海電力會社のため(:數回に互り數千萬元の株式及び社债 n 出1:從取せるこど 
あり、何れも最近 {: 於ける新式銀行の發展を示すものなるも詳細不明なれば更に後 H の硏究に待たん 


VJ-tr 






第四損益狀態 

次に支那11を見るに、其雲報— に記栽する所極めて 前 

見るも受入利息 V 」支拂利息 VJ を別々に揭げすして堪に差パ额のみ 损益計算書 r . 付て 

用の原 f 知るこごを？、又1方法統一せす各行| U — 以て、資金の調達及び運 
▲ 戈、^"を i れるを^一'^、1! գ 0 ^ 

雛なるが、今左(:支那主要銀行二十七行の损益 計算書にょり を 得る1:甚だ困 

く I 九三二 年き t 一」は— 合計 六— 七 土二5ハ千元、支^合計^^^0^^」見^、左表の如 

益二千六西十四萬三千元にして、二十七行の拂込赍本金一偾西千」、百七」3 3 -プ在 三千元、 差引純 

年一制七分八屈に當る。然れ r も此內中央銀行の同年度の 純利益額は she - 逸七千元1:對する利益率^ 

范二千元に達し居れば、之を除く時は•拂込 1金合計5二千.^七^^—きて 實に一千百九十六 

百 十八5千元なれば利益率は年5一分二 厘に當る〇 / 茨七千元に對し純益 I 千四 

一九三二年度上海主要支那銀行綜合 m 益明細^ 

收益5 
利 息 1八0.0 S * 營業$ i 

有1養—益 10 1111 二— 

爲替 n 貢 ffi 益 1 '- l-Mso 露却 1 用什今''ィ SOH 08 

—i 5七08 

五= 


五四 

諸手数料其他 11 - r .1.80 滞贷銪却金 S.OB 
送金手数料 1 一08雑 掼 3§0 
土地述物收益 一、九全 0'8 

<= 計 la - tl-HCOS 合 計 氧鸯300 
差引純利益 二六、一四三、〇〇〇元(各行の trl 益計算書に ょる) 

而して拟益計党衣1:於ける表示の方法は各行； hi 々にして一定せす"取扱非常に闲難を感ず。例へば爲 
菥 Kn - m 益の如きは啓通一项目どして發衣せられあるに拘はらす、中國銀行の如き支那銀行中做大の爲 
#銀行たる同行が利息收入 V 」爲替根益 V . を合計して發表し居るが如き、上海商業 M 薄銀行の如きは祭龙 
報吿 11 V 中1:於て外阈爲替部の一九三二年度利益は二十七满元に達せる ril を記載し居るも、これを送金手 
數料及び諸手數料ご合計計上し居るが如き、中 m 銀行の如きは根益計算書 i : 於て、單 (: 諸收益、諸支出及 
諸銷却の三项：別し居る(:過ぎざるあり。從つて ffi 益計算-*にょりて其眞相を得ん VJ するは却つて 
眞相を誤るが如き感を生する位なる•か、兎(:角¢1益計算-# • の分類に從つてこれを示さんに、收益のぅち 
最も货：费なるは利息(:して四千二十八茁元の收益を得居り、總收益の約六削五分を占む0次|:大なるは 
諸手数料其他(:して、: It (總計は一千三百十六萬四千元1:违し、この中八百八十九茁一千元卽ち其約六剖 
七分は中央姒行一行にして同行«1益計^ IIFJ : 於ては「爲稃 fi " iA 益、手數料等」の科 E (: て處现しあるも、 



-の火部— S 獨占業营 i 海に於—1 Li よる爲—, ■ 

M 行に附與せられたる特殊の 位 fir 特殊の 利益なり。次よ J PMTI てこ & 
元へ， i 、 此中には、外國爲 _|送拿數料|み居る4- ^^|?ィの百五十三萬九千 
次は交 _ s 八十—:八千；、中1行 S 十震(千元—ぎもの|。れ1|したるが如し。 
JI : •(他有愤設券 nHi : 於て利益百九十六茁九千元、爲 

W 九十耍 七—、 f •手 S — 二十 f : 一千元の II 」流五千 元、 土1物收益 
1 SSS は、—? f 、 四 SS 1 十？—、 憲— 

大 1 行：一十二 i 千元を f し、此等四行に 於て 翁 益の 七剂四分を 占へ'、.：ィニ十八海二千元 
所布 . "-.-rul は二十七行の所冇總額二借三千九百 M 元中 僅かに 四千八 百 te 元 こ is - • a 等四行の有 ffrs ? 券 

た — i 如冬：黑憂111¥一 文の有——益^^大の所有者 

备銀行共各自の立場 1: よりて荊當 (: 處设し 居るものならん0 届ら さる 狀磋に付 
11に於て_なるは si の二十憂一千 元(但し此中-- 
二十 賽 千-兀、中闕|十八— i 、 前述した る f 中央銀行の-;— 出—よ W 4 I 行 
行の爲韩利益、上海商1葉行の外國爲特利益の如く f — すべ」 S 中 I 
I にて f れぁり0 5 - f レタ驚稃利益は他の 


五六 

次に送金手數料三百二十三 ffi 1千元中设も大なるは中圃銀行の百九十五 K 一千元(:して、支那各地に 
於ける多数の支店を利用して錢莊の衮退(:乘じて內國爲替 (: 活勋し居る丈けに同行の此方面の成紐は® 
る顯箸なるものぁり〇次は聚興誠銀行の五十七 i « i 七千元にして、. これは 同行が 四川 方面の爲替を獨占し 
居るこどよ b 生する特殊の利益ご推測せらる〇次1:交通銀行の三十三®五千元にして、 これは 同行が中 
國銀行 に次で多數の支店を有する點よ^' m るも亦當然のこどなるべし〇典他の銀行の送金手數料收 入は 
此等に及ばす0 

次 1: 土地述物關係の收益*'?- T 九十五 ffi 七千元に ii する は^くべきこ y , なる が、其の 主要なるは听?1 典 
業銀行の五十? ii 二千元、中國 fjf 業銀行の四十二腐三千元、大陸銀行三十五 Ai 七千元•四明銀行の二十四 
萬三千元にして、これ等四行の合計は全體の七剖七分を占め、 何れも 直營 倉庫 菜に よる 利益 及び信託部 
に於ける土地 WH 其他の代 1 f 行爲 1:よる 利益なるべし。但し倉诹を iff 綮し又は 信託 業務を 祭む は セ ^ の 
M 行(:限ら t ' 他の銀行!:於ても行 ひ届る も其收益は恐らく他の項目中1:處理し 居るものならん 0 

次(:损失の部を見る(:、其中极も 111 要なるは營業处二千八百萬二千八百萬二千元 (:して支出總計の約 
七剖八分 Li 相零。；^中®もは人件 f らんが之 ii ? 上海1德銀行が1報告書に於て 
記載する所 1: よれば IFil 行の人 M 及び給與は、 

た S 数傭 W 數 $ sil 倉邱 f 貝 合計 一均ヶ給1 一 ^ S 


一九三一年末 1.0八八 疊 -IP 

一— n … ( I .，元 八^ i I 一一五 f .0 二 
一九三三年末 i 一 契 B 六. 一 I 二二五二四二五二 重一 
にしてーヶ月平均給與十5七千 i 餘元なれば 一/ S 厂二七 ， f f |四 
は二百七十三- IV .-山元なれば行員傭員の給與扔は啓 M 我の半以上を占び.フ—て ーノ三三年度同行營業费 
のーケ月給與五十元に當4活程度極めて低き支那人 どして は在、—り得べぐ殊に使用人又 
1行の一九三二年度の贊給與费は二十二范二千元にして同行^^ i る給與なるに您 i し。叉鹽 
一年末職 S 二百四十人な之計算せば一人一—平均八十八元 ^ r の^^—人 4 做して ( I 九三 

左に一九三一年末に於ける行員數を示せば、 




|美、 


5.H 

五四.01 


にしてーヶ月平均給與十511なれば1 十一1 - 

は二百七十三 W 元なれば行員傭員の給與赉は啓：業我の半ヂ」 占む 一 
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浙江興業 
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、二五九 
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四〇〇 
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炉興誠 
上海商業 M 蓄 


二五六 
マ〇八八 
二四0 
一三三 
三六三 
三七八 


浙江货業 一八六 
廣 東 一一五〇 
江 蘇 一ニ ニ 

次に 慕なる は兌換券製1及び發 S にして總额 一 二百 S 六千元中设も多額なるは中 S 行の二百 
二十1 US 二 千元にして、 中央銀行は四十 四 M 七千元、交 S 行は發行？して三十5一千元、中國货 
xm 行も發行 稅 V . して二茁九千 7 C を 計上せり。然る1:交通銀行は货借對照表 ？- e 産の部(:於て銀行券 M 造 
戕ビ して 百九十萬六 千元を、中阈 實龙 銀行は七十三 ffila 千元、中國通商銀行は三十萬五千元、中阐 艱 柒 
銀行は二十六览三千元を夫々资產どして計上するも损益表|:於ては明示し届らす0 

又同じく銀行芬を發行し居る四明銀行は其机益表又は資產货似表中(:於て此等の項目を發見し得す。 
結：！ /N3 也の项目 (: て ? f 產 VJ して 又は經 处ビして 整现し 居るもの VJ 見ざる ベから す。 

煢龙用土地雄物其他の鉗却金は合計三百十一 ffi 七千元に速し居り一九三二年末(:於ける此等二十七行 
の锊業川什器"土地迚物は合計六千五十六茁餘元{:违し居るものなれば此が銪却额ごしては和當のもの 
なるも、此中设 大なるは 中國銀行 !:して ^ (:百 十五 ffi 二千 X ご總额 の三分の一以上を一行にて占め居れ 
り olnl 行の不動^ i !;- 他の所 •(-! 額は fnl 年末八百十五? AXI :過 r ざれば [ Fil 行は非常なる巨- rl の銷却をなし居 
るも2.' - パは'5る'へから^- 0次は交通銀行の六十一萬九千元、中央銀行の三十;«二千元、浙江^業二十 


五八 

中國赏業 - U ハこ一 
中 南 二三〇 


•-1萬叫千元、上海商業儲菩及ぴ中國赏柒の二十路餘元を大口ごす0一般|:不泐逄營業什游级の鉛却は自 
常(:充分行はれ居るが如くに観察せらる〇滯货の鎅却又は其準備余： ごして は 四十萬九千元を 振り當て雜 
拟 JI: (他は合計?1四 ffi 九千 X を 計上し居れり。 

今左1:主要®行の純益额(四十№1元以上のもの)を示せば s ^3 
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第五新式銀行の將來 

過去十数年|:{1(:於け S 努力にょりて新式銀行は、銀行業務のぁらゆる方而に於て大なる敬 M をなした 
る結果、现在に於ては^式金融機關たる餞莊を兩倒したるのみならす非常なる勢を以て外國鈒行を®迫 
しつ/'め.〇〇殊1:汲近數ヶ尔|:'.1[:於て S 激 I :泔加したる資力を以て外國爲#方而1:は勿論、上海の如き 
海港部 llil : 於ては倉 iill 業、ビ少デング龙、信託^、保險柒1:すら裔乎するもの，£生じ、 311 :© 近_家非 
常時(:於け^時代の要求1:靡じて、國 It エ龙金融及び尨龙余融 I :乘出す渚も生するに至れり〇これを以 
て見れば支那1:於ける新式銀行は典^流の如く短期? Jf 金を禅ら回轉性(:常む短期商龙资金1:連 B する {: 
限.，？ T して、 M :: これ以外 1 :支那鹿：の各方而 I :餘 I ' r : 密接 1 :商接の關係を初する.か如< 1 :連 W し居るに 



は？」考へらる。殊に上海に於ける支那侧の—に於てま 〜， 

て 近年-薄し ぐ 各方 面に 伸張す るに至りたるが如ぐ1:或由 S る 〇 J -、！ ジ勢力は其贷出ヌは 投 If を通じ 

而して i 來如何美ふに、—が如< 新式#—の大 

今後も弓耠きて衰返を示すべきもの i 考へらる、1:す、 / / ム处ど外國銀行の勢力 VJi 

ィ货ぬ係より見^ r 斤」， フ f 
りビ云はざる V からざるも其圾も Jrr 要なる關係を 4J する i 支邛 式銀行の前途は餘程有留な 

健なる—をなす限り新式銀行の—は實に 光明に 你け— 一 の— 如何に？。 支那の財界— 
從來支那の阈议經濟の發展を附贫したる M 西は柯 々めるべし」 奴けす。 
t 從？— 上、 交： S の 統一— ?し點にぁ|明？ど0も1|なる|治上の統一| 
をなす 4 ふも、そ—— 1 權の及ば'— 上海 m 界に於 ける1 菊式#が®货—に對する 金 
又—に從？ I ふも江蘇、浙江、湖南等に於ける 大讯げ附近の f に殆ん V 」限られ居るが 如5 r 
ぎ f が如き、又中 I 行が— S の制度—て 中 S 行今日 rph — に於ける微々たる I に過 
き、何れも I 面に於て投资の安全なる地域が特殊の地方に限らる;しする所 fij なせるが如 
而に 於て 支—藝上の憐れむ VI 狀，1なぐ—る〜 i るこ— 示すものにして 
界人口の四分の|に達する人口—しながら、共外間 I は f ベからす。支那が世 
度)に f ざるこ—れば、如何に支那人が外界— i 力に 二 • I 二窆|九こ 九年 

，於ぐ if f か—4る 


ど同時 {: 如何1:彼等の大部が^ JJCI : して而も自給自足の生活をなし居るやを知るに足らん C これを以て 
國内統一せられ、交通機阐整備し、生命財産の保障せられ•数育^-及し、人民の注活程度 It-J 上す6に至ら 
ば^際1:於ける支那の經濟活泐は現在 i : 比し非常なる活況を呈する1:至るや明にして、從つて新式銀行 
も亦我阈现在の大銀行 1: 數倍する•か如き巨大なるもの、出现を怪しむこご能はざるべし〇然れ V 」もこは 
支那1:於ける狀浞發展の可能性を見たるのみ、飜つて支那の K 情如何 V 」云ふに其狀態の悲慘なる(:驚か 
すんばぁらす。名3上の中央政府は南京(:存在す、，」雖も其威令の能く行はる、は附近の数省1:過ぎ t 、 
朮阳、共產篼乃至上 yll は各地(:剖摅して容易1:統一の完成を見るこご能はす〇 m 京政府の歲出の大半は 
眾找にして豫览は巨額の赤字を示し外阑贸易は巨額の入超[:して其の決濟に西しみ、 is 村の袞退 i 食料 
の缺乏ど相俟つて國议經濟の窮境を示すもの VJ して內外の學盏、政治家、實龙家の支那の前途を爱ぅる 
靠#からす〇支那統一安定を前提 V 」する支那銀行の發遝の如きは現在1:於ては疋に璐餅(:類するの威な 
き能はざるは隣邦のため|:深<惜みて餘ぁりご云ふべし。 

此際 ?f 人•か支那新式銀行家に^むどころは、卯の國娜時に常りて最も愼 m なる J 1 度を以て銀行の經營 
I :從氷せられんこ V 」なりごす。支那財界の第一人渚打ろ中國銀行の張公郴氏は咋年度锊黹報吿^の末足 
に於て 

「 …… 资 余：の 有利なる運用方而なきため m 行は 其 ？ f 金を公似及び不動 產に投 せん V 」する 傾向を 有す。 





商業方而 [: 對する贷出範圃制限せられ思る ため• 丨、 

! 0 0 0 3 的架资行は It 出 {: 當り I >、 f 

Htt ^ l : 十分の注 M を拂ふこどなく、銀行僧用£ 〇 /0 〇 0 〇 ^ 〇 ^°^ 〇 ド〇 〇 。。〇 ィ 入 i 付先の信用 

態に徴するも、內侦の騰货を以て政府 信用の改漭こ},又力 、め 60 公私財政の 不良なる狀 

加なり VJ なすは明か (: 誤謖な b ……政府に して其 支出を 節約 '"於 ^ る遊資の is- 加を以て命 l-TI の增 

附加するこ 4 はざれば、楡出—加する能はす、楡 入を 減少」 4 は す 、 A 民に於て生產力を 

る外—行への11々增加すべく、支那人の— 】ご能は t 從つて上海に於け 

銀行預金の減少 [: 脅して信用の縮少を來 たし、 公侦市偾を維待_ W ノを見る 1: 至る V し〇斯ぐて他日 

t こ v , t も怪しむに足らざる•へし。公私財政の將來に對する h 能はす、——行に闲赌— 

1 m 大なる S — せるは能く時弊を突けりご云ぶ.へ LO 1の M © 溫實に存在す . 

近年支那銀行が未付有の ri 額なる預金を擁して其連用に苦しみ居 

けに大いに同怙(:•値するも遊 3 tf を K 接(:倉庫龙、ビル*テンダ業の如/適當なる投 fi 物件なき國なる丈 

託龙の如きに E 接に關係するは、支那銀行の某礎未だ帟同 なり ど云ひ難/ 同時1:生命保險の 如き信 

なり V - は稱し雖く、殊に此等 G — の新式—は支那人 g に於1光こ 日に f ては必す[德當 

のに非 i --- して寧ろ前途不明なる新規の31?龙ご見るべきものな jf 、 支那 たる舒眾0基礎を^する& 

此方面に S に—は—一沫の不安， f むるこ Ur 要求拂の似務を負ひつ、 





六四 • 

支那銀行中贸力信用1:於て第一に位する中國銀行の如きも一九三三年末に於て三位五千茁元に達する 
贷出の四割四分が政府諸機關に對する贷出なるが如きは支那政府の財政狀態 U 鑑み、同行の信用狀態に 
疑念をこそ生せしむ'へきも、これを强むる所以にぁら中(鉗一)0又一九三三年度贷借對照表を見るも同 
業^ょり一倥三千八百萬元を預かりてこれを更に同龙潘に預け入れ、これを現金ご羽做して预金及び銀 
行券1:對する現金準備!;充當し居る が 如くに 觀察 せらる、は不訊愼なる 祭 龙方法な OVJ 見做さる、嫌^ 
5(交通銀行其 他 1 :於ても rril 桡の取扱ぁる•か如し)(註一一)。 又交通 銀行の如きも咋年末贷借對照表(:於て 
銀行券製造赀百六十况元を資產ごして計上し居るが如きも中國第二の大銀行ごして避くべきこビ ゞ 考へ 
らる〇 ( 他の 銀行!:於ても同校の 例 ぁり〕 

苔人は支那銀行家が國家非常時に際して支那財界の運命が一に彼等の双肩1:存するこどを深く自资し 
彼等1:预託せられたる現銀は支那各地ょり一時的 {: 上海(:逃避し來たれる資金1:して狀勢の安定 V 」共に 
再び地方(:復歸し經濟界の血液 V 」して木來の職貴を虛すべき-甘 irr なる資金なるこどに鑑み、其運用 (: 當 
b i 女全ビ冋轉性を保持するこ V 」{:- I •- M 全の注意を拂はんこ.ご . を切望する次策にして、殊に支那に於ては國 
怙の然らしむる處、令•融の統制其他1:巡 M の點多く、多数の銀行が各自1:銀行券を發行し獨立して準備 
金を保4]する外 ijli 龈は廣 く 市場に流通して、文明國 U 於けるが如き正货の集中ど典效用の發撺の如きは 
當分11み得さる％狀1:¢れば、新式銀行家は銀行券を發行するもの VJ 否で(:拘はらす、國家的の見地に 



立つ— 觀 f 下に 雪の 術に當—る 7 

思界—命—にすべく、其 1 に— I : 泮 t f の經營の现狀に照し，— 廢は支 
颇—雛なるものぁる際-特に其露— ?するの^^〇 〇 0 ぁるど同時に、支那圃民經濟の现狀 

注一中 I 行の政府に對すろ K 出 U 诉北京政府に對す f の- 

此點に付*®銀行の—者に照咎.したるに同 i 打に_て f f に対す f のに弗 f 由。 

-Ff なり保ら y ろ由に付混す。 
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